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研究成果の概要（和文）：持続的な、戦争記念館の調査によって、中国国内のかなりの戦争記念

館を調査することができた。また頂点思想家にかかわる成果として、単著をまとめ、また共著

を出版した。さらに戦争の記憶に関して、中国での国際シンポジウムや講演活動を行うことが

できた。ただし、こうしたフィールド調査と、頂点思想史の交差点を明らかにする、当初のも

くろみは、いまだ未完成である。 

 

研究成果の概要（英文）：A lot of the Memorial in China have been investigated by sustainable 

research. Also I completed a book and published a joint work as the result of top-tinker’s 

Research. Furthermore, International Symposium and lecture have been held in China about 

the memory of war. The original plan that crossing of history ideas would be clarified 

by field research is still developing. 
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１．研究開始当初の背景 

以前から、江戸の自国意識と近代ナショナ

リズムを比較検討する視点から、ナショナリ

ズムについて考察してきた。江戸思想史研究

の成果を踏まえ、戦争の記憶に関する、ナシ

ョナルな記憶の問題を、今後全面的に展開し

てみたいと思うようになった。またテクスト

論に終始しがちな日本思想史研究に、フィー

ルドワークとの結合という新しい方法論的

な取り組みを持ち込むことを考えた。 
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比較思想史的な研究の有効性を十分に発

揮しながら、江戸期の自国意識から近代ナシ

ョナリズムへの歴史的に厚みのある理解や、

理論的なナショナリズム研究の成果を、戦後

日本のナショナリズム問題を理解する基本

的な前提としながら、本研究を新たな戦後ナ

ショナリズム研究として立ち上げていくこ

とにした。 

 

 

２．研究の目的 

本研究は、日本ナショナリズムの問題を、

戦後日本の思想史上の問題として、戦後民主

主義の質を問うような視座から考察しよう

とするものである。そのためには、大きく三

つの柱が本研究を構成する。 

(1)研究が緒についたばかりの戦後思想史

研究という領域の中で、戦後思想の中心的役

割を果たしてきた丸山真男をはじめとする

代表的思想家の思想的テクストを、平和思想

とナショナリズムとの相関関係という視点

から分析していく。 

(2)各地に作られた戦争記念碑や記念館・

博物館を調査し、人々に受容される戦争の記

憶のされ方を検討していく。平和国家日本を

めぐる知識人の発言と、おそらくそれらとは

大きな落差をともないながら作られていく

戦争記念館の思想を、そのどちらもが戦後日

本のナショナリズムの形成に参与してきた

とする見通しのもと考察を加えていく。これ

は方法的には、頂点思想家のテクスト分析と、

フィールドワークによる草の根の思想分析

との交差点を探るという、思想史研究として

はこれまでにない試みとなるはずである。 

(3)本研究は戦争の記憶・表象をめぐる東

アジアの比較思想史的視点をできる限り取

り入れながら行っていく。中国、韓国、台湾

での戦争の記憶のされ方はそれぞれにねじ

れを持っており、冷戦体制やそれ以後の国際

情勢を反映した内容を持っている。ナショナ

リズムが単に対内的に形成されるものでは

なく、また対外的な対抗関係から形成される

だけでもなく、同時並行的にまた世界的な冷

戦体制の枠組やその崩壊後という状況の中

で作られていくことを、戦争の記憶のされ方、

戦争博物館の建設を題材に、比較思想史的な

考察を加えたい。日本におけるいわゆる特殊

「靖国」問題を、東アジアに共通する問題と

して、開かれた議論の俎上にのせる可能性を

探っていく。 

 

本研究の目的の第一は、ナショナリズムの

中でも、いわゆる「健全」と称されるナショ

ナリズムについて考察を加えようとする点に

ある。幕末以来の中央集権国家を建設しよう

とするナショナリズムは、従来「健全」なる

ものとして議論され、それが「排外的」で「超

国家主義的」なものに変質したとする通説的

理解があるように思われる。しかし本研究は、

こうした立場をとらない。「健全な」ナショ

ナリズムの我々意識のうちにこそ、現在を含

む戦後社会の問題が胚胎していると考えるか

らである。戦後の社会の在り方を根底から問

い直すような視線を獲得するためには、戦後

民主主義を支えてきた「健全な」ナショナリ

ズムへの問いが不可欠であるとする認識に本

研究は支えられているし、これがこの研究の

目的でもある。手放しで迎えられた戦後民主

主義自体の功罪を冷静に分析すべき時期に来

ているのではないだろうか。こうした立場に

たって、戦後知識人の発言をあらためて分析

していく。また、こうした立場に立つことを

通じて、歴史修正主義との真の対決も可能に

なるものと考えている。 

また本研究は、ナショナリズムを戦没者祭

祀や戦争の記憶の問題として考察すること

をもう一つの目的としている。東アジアの戦

争記念館、博物館の錯綜する歴史表象と国内

の遊就館をはじめとする諸施設の展示表象

とを比較検討することも合わせて行いなが

ら、それぞれの国家・地域が戦争の記憶・表

象を通じてどのように国民形成を行ってい

るのかを検証し、戦後民主主義体制のもとで

の日本ナショナリズムの特色を浮かび上が

らせたい。それは同時に、東アジアにおける

日本の国民形成の特徴を考察することでも

ある。こうした研究を通じて、日本の戦後民

主主義の質を問い直すことが、本研究の目的

である。 

また方法的な取り組みとして、頂点思想家

のテクスト分析と、社会的に流布する戦争の

記憶との交差点あるいは落差を探ることも

本研究の目的のひとつである。アカデミズム

の生み出す平和思想やナショナリズムの主

張の検討はもちろん重要であるが、人々のあ

いだに流布されていく戦争記念館や記念碑

の思想が置き去りにされてはならないと考

える。この両者を同時並行的に分析していく



 

 

ことで、時代思潮をより広い視野から捉える

方法的な模索を行うこともまた本研究の目

的である。 

 

 

３．研究の方法 

取り上げる頂点思想家としては、「健全な」

ナショナリストの代表として、丸山真男と石

母田正をモデル的に考えている。丸山の持つ

国民形成に向けたナショナルな発言は、戦後

民主主義を形成する一翼を担ってきた講座派

のナショナリズムとどう関連し、どうズレて

いるのか、両者のナショナリズムの特色を考

えていきたい。また同時に、アジア主義者と

言われ、また、民族主義者とも見なされる竹

内好のナショナリズムと、一国主義的、国民

主義的と言われる石母田や丸山のナショナリ

ズムを比較検討していく。東京裁判に、組織

的近代的な軍の関与を嗅ぎ取る竹内と、そこ

に非合理主義的な軍国主義の精神形態を見る

丸山とは一見両極にある知性であるが、むし

ろこの両者には、近似性あるいは相補性が存

在するのではないかという見通しのもとテク

スト分析を行っていく。戦後の思想や国民的

コンセンサスが「健全な」ナショナリズムの

言説を通じて、いかに形成されてきたのかを

明らかにし、その問題性を議論する論点を提

示していきたい。 

戦没者祭祀の問題は、それぞれの国家が抱

える問題であり、また国民意識の形成の問題

として、東アジアに共通する問題でもある。

東アジアに共通する戦没者祭祀の問題として

考える視角から、戦争博物館の展示表象との

比較考察を行い、日本における国民形成のコ

ンセンサスをめぐる思想的位置を明らかにし

ていく。例えば、首相が靖国神社に参拝する

ことは、国内国外を問わず議論の的となるの

に、首相が広島の平和記念式典に参列するこ

とは、なぜ保革共に賛同するものとなるのか、

戦争博物館の展示や戦争の記憶のされ方を、

国民的合意の調達という観点から明らかにし

ていく。 

国内の戦争記念碑や戦争博物館の調査分析

を通じて、そこで形成されようとする戦争の

記憶の在り方と、思想家が構成する戦後日本

のあるべき姿との関係、あるいは落差を目に

見えるものとすることがひとつの課題となる。

それはアカデミズムが構成するナショナリズ

ムと、人々に受容されるナショナリズムとの

あいだがどのように関係し合い、そしてねじ

れながら、日本のナショナリズムが国民的合

意を形成してきたのかを明らかにしようとす

るものである。日本ナショナリズムの上から

の形成と下からの形成の思想史的な問題の所

在を明らかにしていく作業は、戦後の枠組み

そのものの問い返しの作業であり、ナショナ

リズムへの批判的・反省的視座を持たない戦

後理解の危険性を明らかにしていくものとな

るであろう。まず、「健全な」ナショナリズ

ムと見なされてきたものを、反省的に見直そ

うとする着眼点に、本研究の新しさや希少性

が存すると考えている。こうした着眼点に基

づいての、代表的思想家の言説分析は、戦後

の言論界が深くまた広くナショナリスティッ

クな視線に囚われてきたことを明らかにする

点で画期性を持つものと考える。また、民主

主義とナショナリズムの相関性に着目する研

究は、今後ますます盛んになるであろう戦後

思想史研究のひとつの型を提示することにな

るのではないだろうか。 

次に、テクスト論に終始しがちな思想史研

究に、博物館、戦争記念館の展示表象の議論

や、戦争記念碑の問題を取り込むことは、新

たな思想史研究の可能性を探る試みとなるは

ずである。歴史学をはじめとした諸分野で盛

んな、表象文化論的な研究方法を、思想史研

究に積極的に取り込むことで、現在進行形の

議論に思想史の側から介入していくことを目

指すものである。それは、テクスト分析とフ

ィールドワークを、また、テクスト分析とそ

の社会的コンテクストとを切り結ぶ方法の模

索である。始まったばかりの戦後思想史研究

を、テクストの外部に開く、新しい方法論的

な提案となるはずである。 

ナショナリズムは、国家や国民の独自性の

自覚に基づくものであるからこそ、かえって、

そのことを客観化するためにも、比較思想史

的な研究が必要ではないだろうか。戦争博物

館や、記念碑は東アジアの各地に建設されて

おり、ナショナリズムを考察する上でかっこ

うの素材である。その比較思想史的考察は、

東アジアのナショナリズムとの交差の中で、

日本ナショナリズムの特徴を明らかにするこ

とになるであろう。閉塞することのない、ア

ジアに開かれたナショナリズム研究としての

意義があるものと考える。 

 

 



 

 

４．研究成果 

持続的な、戦争記念館の調査によって、中

国国内のかなりの戦争記念館を調査するこ

とができた。また頂点思想家にかかわる成果

として、単著をまとめ、また共著も出版した。

さらに戦争の記憶に関して、中国での国際シ

ンポジウムや講演活動を行うことができた。 

ただし、こうしたフィールド調査と、頂点思

想史の交差点を明らかにする、当初のもくろ

みは、いまだ未完成である。 

また、台湾や韓国の記念館との比較検討を行

う予定であったが、一人ではカバーしきれず、

中国中心のフィールドワークとならざるを

得なかった。 

 ナショナリズムや記憶に関する理論的な

考察が主な成果であり、具体的な戦争記念館

に関するものは、基礎的な調査の成果として

の、美濃の英霊人形に関する資料だけとなっ

た。基礎的な調査は厚みを持って蓄積されて

きており、今後活字化していきたい。 
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